
警
慧
鱗

閉
校
式
 

三
輪
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
 

今
年
度
限

り
で
閉
校
と
な

る

七
ッ
館
小
学
校
（
派
谷
隆
雄
校

長
）
の
閉
校
式
が
二
月
十
七
日
、
 

梅
泉
小
学
校
（
佐
藤
キ
ミ
校
長
）
 

が
翌
十
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
児
童
、
父
兄
ら
は
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
校
舎
に
最
後
の
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。
 

新
し
い
学
校
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
 

最
後
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
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ス 

ポ 

~ 

ツ 

功 

労 

骨 
貝 

二
月
十
七
白
、
平
成
十
二
年
度
市
ス

ポ
ー
ッ
賞
・
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
が
オ

ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い
て
行
わ
れ
、
日
頃

努
力
を
重
ね
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
を

顕
彰
し
ま
し
た
。
 

表
彰
後
、
阿
部
育
也
教
育
委
員
会
委

員
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ッ
、
文
化
な
ど

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
述
べ
た
の
を
受
け
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
五
所
川
原
商
業
高
等

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
塚
本
夏
子
さ

ん
が
「
こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
感
激
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
功

労
賞
の
小
野
亮
さ
ん
、
石
塚
良

一
さ
ん

を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ッ
特
別
優
秀
選
手
賞

五
名
、
優
秀
選
手
賞
三
名
、
優
秀
賞
一

団
体
、
奨
励
賞
五
十
名
、
十
五
団
体
が

受
賞
、
文
化
部
門
で
は
三
名
が
文
化
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
順
不
同敬

称
略
）
。
 

三
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
中

学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し
て

指
導

・
強
化
に身
を
挺
す
る
と
と
も
に
、
 

社
会
人
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
育
成
に
も
尽

力
し
数
多
く
の
名
選
手
を
育
成
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
昭
和
11
1
十
年
代
か
ら
五
所
川

原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
理
事
長
な

ど
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
青
森
県
ビ
 

ー
チ
バ
レ
ー
連
盟
会
長
と
し
て
全
国
・

東
北
大
会
の
誘
致
を
は
じ
め
、
日
本
リ
 

ー
グ
を
企
画
し
成
功
に
導
き
、
バ
レ

ー
 

ポ
ー
ル
競
技
な
ど
の
普
及
・
発
展
に貢

献
さ
れ
た
。
 

自
ら
柔
道
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
、
中
学
校
及

び
高
校
の
コ
ー
チ
と
し
て
後
進
の
指
導

に
あ
た
り
数
多
く
の
名
選
手
を
育
成
さ

れ
、
中
で
も
元
全
米
柔
道
連
盟
会
長
米

塚
義
貞
氏
や
ァ
ル
ゼ
ン
チ
ン
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
柔
道
連
盟
顧
問
相
馬
英
樹
氏

な
ど
の
国
際
的
選
手
コ
ー
チ
を
育
成
さ

れ
た
。
ま
た
、
市
柔
道
協
会
理
事
長
な

ど
を
歴
任
し
各
種
大
会
を
企
画
し
実
施

し
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
二
年
の
あ
す
な

ろ
国
体
の
柔
道
競
技
の
成
功
に
貢
献
さ

れ
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

◇
柔
道
 
野
呂
瞳
（
青森
山
田
高
二
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
葛
西
紀
子

（
五
一
高

三
年
）
八
木
橋
幾
代
（
同
三
年
）
島
村

悦
子
（
同
二
年
）
前
田
奈
穂
子

（
同
一
一

年
）
 ス

ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
 

◇
柔
道
 
三
上
遼

（五
三
中
三
年
）
竹

谷
知
記

（
五
一中
三
年
）
 

◇
陸
上
競
技
 
古
川
敬
太

（
五工
高
一
一

年
）
小
林
謙
一
 
（
同
二
年
）
三
浦
索
 

（
同
一年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 
佐
藤
文
太

（
五
工高
 

一一
犀
）
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
大
津
陽

介

（五
H
高
三
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
工
藤
梢
子

（五
工
高

三
年
）
成
田
育
子

（五
一
高
三
年
）
佐

川
由
里
子

（
同
三年
）
 

◇
弓
道
 
奈
良
修
次

（五
所
川
原
弓
道

会
）
 

◇
相
撲
 
山
崎
裕
介

（五
農
高
一
年
）
 

◇
水
泳
 
中
嶋
俊
之

（
五小
五
年
）
 

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）
 

◇
陸
上
競
技
 
石
岡
英
実
（
五
二
中
一

年
）
佐
々
木
和
子

（木
造
高
三
年
）
森

紀
彦
（
市
陸
上
競
技
協
会
）
楠
美
香
奈
 

（五
商
高
一
年
）
工
藤
真
希
子
（
五
工

高
三
年
）
村
上
晋
司
（
同
三
年
）
前
田

祐
生

（同
三
年
）
鶴
田
泰

（
同
一年
）
 

棟
方
秀
治

（同
一
年
）
 

◇
柔
道
 
奥
寺
貴
彦
（
青
森
山
田
高
一

年
）
小
枝
孝
太

（
同三
年
）
藤
森
周
 

（沖
飯
詰
小
四
年
）
冨
長
佳
宏

（
五
小

六
年
）
藤
森
泉
（
長
橋
小
一
年
）
封
馬

慎
之
介

（七
ッ
館
小
二
年
）
岩
測
貴
臣
 

（
木造
高
二
年
）
角
田
泰
樹
（
五
一
中

一
一
年）
 

◇
水
泳
 
木
村
友
哉
（
五
高
三
年
）
新

谷
実
佳
（
同
一
年
）
小
笠
原
洋
平
（
同

一
年
）
木
村

一
貴
（
松
島小
六
年
）
渋

谷
健
人

（
同四
年
）
工
藤
尚
子

（五
所

川
原
水
泳
協
会
）
鈴
木
信
久

（同
）
祝
 

長
年
に
わた
り
ス
ポ
ー
ヅ
、文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方

に々
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
 

市
ス
ポー
ツ！早
文
化
奨
励
賞
表彰
式
 

◇
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
 

小
野
 
亮

（
一
野坪
）
 

◇
柔
 
道
 

石
塚
 
良

一
 
中
平
井
町
）
 

 

,
 

,
 



県
芸
術
文
化
奨
励
賞
に
 

市
民
劇
団
「
棲
の
音
」
受
賞
 

芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
個
人
団
体
に
贈
る
平
成
1
二
年
度
芸
術
文
化
奨

励
賞
に
本
市
の
劇
団
「
権
の
音
」
（
岩谷
勇
幸
会
長
）
が
受
賞
し
、
二
月
二
十
日
、
 

青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

劇
団
概
の
音
は
、
平
成
六
年
五
月
に
西
北
五
に
在
住
す
る
小
中
高
校
生
、
自
営

業
者
公
務
員
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
市
制
施
行
四
十
周

年
記
念
の
オ
ル
テ
ン
シ
ア
の
オ
ー
プ
ン
で
 
「ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
五
所
川
原
市
物

語
不
挑
不
屈
編
」
を
上
演
し
約
八
百
人
の
観
客
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
公
演
は
、
 

旧
五
所
川
原
町
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
二
十
年
代
ま
で
の
時
代
を
題
材
に
と
り
水

害
、
戦
争
、
大
火
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
人
々
の
姿
を

描
い
た
も
の
で
す
。
第
二
回
公
演
は
、
平
成
十
年
「
同
文
化
編
」
と
し
て
、
五
所

川
原
ゆ
か
り
の
文
化
人
ら
が
登
場
し
た
悲
喜
劇
を
上
演
す
る
と
と
も
に
、
青
森
県

文
化
観
光
立
県
宣
言
イ
ベ
ン
ト
 「神
々
の
祭
り
 
奥
津
軽
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
」
を
西

北
五
の
芸
能
や
物
産
関
係
団
体
と
一
緒
に
上
演
。
平
成
十
一
年
、
青
森
市
に
お
い

て
 
「同
総
集
編
」
を
、
そ
し
て
、
第
三
部
復
興
編
を
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
上
演
し
ま

し
た
。
ま
た
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
公
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
十
七
日
に
は
、
 

青
森
市
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
三
好
村
の
私
設
堤
防
事
件
を
モ
チ
ー
フ
に
水
と
戦

っ
た
人
々
の
喜
び
と
悲
し
み
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
演
を
行
い
ま
す
。
 

今
回
受
賞
し
た
岩
谷
代
表
は
、
「郷
土
を
一
生
懸
命
に
生
き
て
き
た
先
人
達
を

題
材
に
公
演
し
て
き
た
結
果
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
し

て
末
長
く
活
動
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

受賞を受ける岩谷会長 

 

実
は
、
私
も
劇
団
員
で
す
。
芝
居
に

関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
し
ろ
う
と
で
何

も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
芝
居
の
練

習
を
毎
日
行
う
時
は
大
変
き
つ
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
芝
居
を
終
え
た

後
の
爽
快
感
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
劇
団
員

み
ん
な
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
受
賞
を
糧
に
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
いま
す
。
 

広
報
担
当
奈
良
か
ら
も
ひ
と
こ
と
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孝
治
（
同
）
原
和
正

（五
一
中
二
年
）
 

藤
森
紗
斐
（
同
一
年
）
木
村
謙
太

（南

小
五
年
）
神
昇
太
郎
（
梅
泉
小
六
年
）
 

◇
卓
球
 
工
藤
文
子
（
東
奥
学
園
高
1
1
1
 

年
）
 

◇
弓
道
 
山
田
恵
子
（
五
所
川
原
弓
道

会
）
赤
城
美
由
紀
（
同
）
工
藤
誠

一
 

（
同
）
 

◇
テ
ニ
ス
 
工
藤
麻
理
（
五
三
中二
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
片
岡
勝
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
）
工
藤
節
子
（
同
）
 

◇
銃
剣
道
 
佐
藤
信
（
五
所
川
原
銃
剣

道
協
会
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
山
田

一
騎
（
五
H
l『
同

一
年
）
工
藤
慎
治

（
同
一
年
）
神
啓
太
 

（同
三
年
）
鎌
田
賢
吾

（
同
三
年）
七

戸
克
也
（
同
三
年
）
新
谷
悠
太
（
同
一
一

年
）
藤
田
剛

（
同
一
年
）
成
田
龍
也
 

（同
一
年
）
三
浦
舞
子

（
同
一
年
）
新

岡
香
織

（
同
一
年
）
棟
方
昭
二
（
同
講

師
）
江
良
寿
人

（
五
一高
三
年
）
花
田
 
 

誠
也

（
同三
年
）
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体）
 

◇
陸
上
競
技
 
五
所
川
原
工
業
高
等
学

校
陸
上
競
技
部
 
五
所
川
原
市
陸
上
競

技
協
会
 

◇
卓
球
 
五
所
川
原
第
一
中
学
校
女
子

卓
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
 
五
所
川
原
商
業
高

等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 
東
芝

メ
デ
イ
ァ
機
器
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
・
女
子バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
五
所
川

原
工
業
高
等
学
校
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
 

◇
柔
道
 
五
所
川
原
第
一
中
学
校
柔
道

部
 
五
所
川
原
柔
道
少
年
団
 

◇
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
 
五
所
川
原
商
業
高

等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
工
業
高
等

学
校
少
林
寺
拳
法
部
男
子
部
・
女
子
部

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法

部
男
子
部
・
女子
部
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
 

文
化

奨
励
賞
 

◇
音
 
楽
 

佐
々
木
有
香
（
青
森
吹奏
楽
団
）
 

◇
電
 
卓
 

青
木
 
麻
美
（
木
造
高
三
年
）
 

◇
ポ
ス
タ
ー
 

葛
西
 
剛
（
五
一

中
三
年
）
 

お礼の言葉を述べる
五商高の塚本夏子さん 
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さ
よ
う
な
ら
あ

り
が
と
う
最

後
の
学
び
や
 

七
ツ
館
小
学
校

・
梅泉
小
学
校
 

七
ッ
館
小
学
校
は
、
明
治
十
年
に
開

校
し
百
二
十
三
年
間
に
世
界
的
な
前
衛

芸
術
家
故
工
藤
哲
巳
氏
を
筆
頭
に
千
五

百
四
十
有
余
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。
 

派
谷
校
長
は
、「あ
い
さ
つ
を
大
事
に

互
い
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
、
心

の
健
康
、
体
の
健
康
を
も
と
に
人
間
性

を
育
む
指
導
方
針
で
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
学
研
賞
、
 

四
十
四
年
に
文
部
大
臣
賞
、
五
十
一
年

に
県
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
 

輝
か
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
 

当
時
教
壇
に
立
っ
た
、
木
村
チ
ョ
さ

ん
は
、「学
力
テ
ス
ト
を
や
れ
ば
市
で
ト

ッ
プ
、
全
国
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
さ

ま
ざ
ま
挑
戦
し
た
り
し
て
、
先
生
や
P
 

T
A
の
方
々
が
一
生
懸
命
で
し
た
」
と

な
つ
か
し
が
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。
 

ま
た
、
三
百
年
以
上
続
け
て
き
た
、
 

浅
井
獅
子
舞
の
伝
統
行
事
も
特
徴
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
年
生
か
ら
踊
り

始
め
五
、
六
年
生
に
な
る
と
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
六
年
の
斉
藤
礼
菜
さ

ん
は
、
F三
輪
小
学
校
に
な
っ
て
も
ず
っ

と
ず
っ
と
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
 

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
 

梅
泉
小
学
校
は
、
鶴
田
町
立
梅
沢
小

学
校
か
ら
昭
和
三
十
七
年
に
分
離
し
開

校
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
千
七
十
九

人
が
巣
立
ち
、
特
に
名
誉
市
民
の
伊
藤

正
規
画
伯
が
有
名
で
す
。
 

佐
藤
校
長
は
、
示
規
模
校
で
、
大
事

に
育
て
ら
れ
て
き
た
児
童
が
三
輪
小
学

校
に
編
入
し
て
か
ら
、
自
分
を
見
失
わ

な
い
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
 

と
教
え
子
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

学
校
の
特
徴
は
、
調
和
。
 

先
輩
・
後
輩
の
わ
け
隔
て
な
く
仲
良

く
遊
び
、
子
ど
も
同
士
の
一
体
感
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
P
T
A
活
動

も
盛
ん
で
五
十
九
年
の
市
美
化
コ
ン
ク
 

ー
ル
最
優
秀
賞
か
ら
六
十
一
年
の
県
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、
全
国
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
ま
で
受
賞

し
て
い
ま
す
。
 

当
時
P
T
A
会
長
だ
っ
た
前
田
斉
さ

ん
は
、「花
壇
を
作
る
に
も
予
算
が
な
く
、
 

み
ん
な
で
道
具
を
持
ち
よ
り
作
業
し
た

こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
」
 

と
思
い
出
し
、
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

今
年
の
運
動
会
は
花
見
時
期
に
行
わ
 
 

れ
、
運
動
場
の
周
り
は
桜
が
咲
い
て
い

て
大
変
き
れ
い
で
し
た
。
こ
の
桜
も
地

域
の
方
々
が
植
え
た
そ
う
で
す
。
 

学
校
の
歴
史
を
語
る
と
き
忘
れ
な
い

の
は
と
に
か
く
野
球
が
強
い
こ
と
で
す
。
 

少
年
野
球
で
は
五
十
七
・
八
年
に
市
内

小
学
校
大
会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
預
金
部
で
は
四

十
七
年
に
子
ど
も
郵
便
局
郵
政
大
臣
賞

を
受
賞
し
て
か
ら
最
近
ま
で
東
北
郵
政

局
長
賞
を
連
続
受
賞
し
独
占
し
て
き
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
市
立
梅
泉
小
学
校
 

閉
校
式
奥
会
場
 

両
校
と
も
子
ど
も
た
ち
は
、
最
後
の

お
別
れ
e
ml『葉
と
し
て
「
楽
し
い
思
い

出
を
胸
に
新
し
い
学
校
で
も
頑
張
り
ま

す
。
そ
し
て
、
希
望
を
持
っ
て
歩
き
だ

し
ま
す
」
と
、
と
も
に
学
ん
だ
学
び
や

と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 
 

豊
か
な
社
会
実
現
の
た
め
頑
張
り
ま
す
 

「
平
成
十
三
年
度
 

一
市
合同
除
厄
祈
願
祭
 

二
月
十
八
日
、
平
成
十
三
年
度
市
合

同
除
厄
祈
願
祭
が
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五

所
川
原
に
お
い
て
行
わ
れ
、
今
年
大
厄

を
迎
え
る
昭
和
三
十
五
年
度
生
ま
れ
の

男
性
九
十
一
二
人と
昭
和
四
十
四
年
度
生

ま
れ
の
女
性
九
十
四
人
が
出
席
し
身
を

稜
い
清
め
、
末
長
い
健
康
を
祈
り
ま
し

た
。
 

厳
粛
な
祭
事
の
後
、
成
田
孝
幸
実
行

委
員
長
が

「家
庭
で
も
社
会
で
も
責
任

あ
る
節
目
に
達
し
大
き
な
責
任
あ
る
時

期
を
迎
え
て
、
今
後
は
、
豊
か
な
社
会

実
現
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
 
と

述
べ
参
加
者
は
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
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,
 



 

国
土
交
通
省

岩
井
団
臣
政

務
官
 

 

一
  

農
業
後
継
者
の
交
流
パ
ー
テ
イ

ー
 

本
市
の

道
路
状
況
を

視
察
 

ので
罷
9
ふ
れ
麗
9
め
ぐ
り
罷
o
 

五
所
川
原
建
設
協
会
 

記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

中
、
二
月
十
七
日
に
国
土
交
通
省
岩
井

園
臣
政
務
官
が
本
市
を
訪
れ
、
悪
化
し

た
道
路
状
況
の
視
察
を
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
か
ら
ひ
っ
迫
し
た
財
政
状

況
を
聞
き
な
が
ら
市
内
を
視
察
し
た
岩

井
政
務
官
は
、
「生
活
道
路
や
学
生
の

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
歩
道
が
雪
に
埋

も
れ
て
危
険
だ
。
ま
た
、
除
雪
費
も
底

を
突
い
て
い
る
と
聞
き
、
早
急
に
財
政

支
援
を
検
討
し
ま
す
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
農
業
者
年
金
協
会
主
催

の
 
「で
愛
・
ふ
れ
愛
・
め
ぐ
り
愛
、
若

者
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」
 
が二
月
十
一
日
、
 

エ
ル
ム
の
街
ラ
イ
ア
ン
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
農
業
後
継
者

対
策
事
業
と
し
て
農
業
者
の
嫁
不
足
解

消
の
た
め
、
出
会
い
の
場
所
を
提
供
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
四
回
目
と

な
り
ま
す
。
 

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
男
性
二
十
三
名
、
 

女
性
十
三
名
の
合
わ
せ
て
三
十
六
名
が

参
加
し
、
ま
ず
は
イ
ズ
ミ
ボ
ウ
ル
で
ボ
 

ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加
者
た
ち
も
 

ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
し
だ

い
に
雰
囲
気
が
和
み
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
ェ
ル
ム
の
街
ラ
イ

ア
ン
に
会
場
を
移
し
、
自
己
紹
介
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ー
フ
オ
ケ
な
どを
楽
し

み
、
最
後
の
告
白
タ
イ
ム
で
は
気
に
入

っ
た
女
性
に
花
束
を
渡
す
形
式
で
行
わ

れ
、
見
事
三
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

ま
し
た
。
 

最
近
は
、
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
も
長

続
き
し
な
い
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
0
 

今
年
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
々
は
、
末

長
い
お
付
き
合
い
が
続
け
ば
い
い
で
す

ね
。
 

ボランティアによる除排雪作業 

ボ
フ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除排
雪
作
業
 

ま
た
、
建
設
業
関
係
者
で
組
織
す
る

五
所
川
原
建
設
協
会

（
寺田
冨
士
夫
会

長
）
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
排

当
作
業
の
協
力
を
申
し
出
て
、
二
月
十

七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
市

内
の
通
学
路
や
バ
ス
路
線
を
中
心
に
ト

ラ
ッ
ク
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
百
台
を

投
入
し
て
作
業
を
行
い
住
民
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

自
己
紹
介
で

ア
ピ
ー
ル
日
 
わ
き
あ

い
あ
い
で
の
ポ
ー
リ
ング
大
会
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
大
切
に
 

フ
アミ
リ
ー
親
子
一
 

ス
キ
ー
教
室
 

二
月
十
一
日
、
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

親
子
ス
キ
ー
教
室
が
開
催
か
れ
ま
し
た
0
 

ス
キ

ー
協
会
木
村
重
治
会
長
よ
り
、
 

「青
森
の
財
産
で
あ
る
雪
と
共
に
、
親

子
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
 

と
挨
拶
後
、
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

同
ス
キ
ー
場
は
、
初
心
者
向
け
の
緩

や
か
な
ゲ
レ
ン
デ
で
、
今
年
は
親
子
合

わ
せ
て
三
十
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
 

丁
寧
に
子
供
た
ち
に
指
導
し
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
と
ん
汁
や
II、
カ
ン
、お
菓
子

な
ど
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
参
加
者
は
雪

の
降
り
し
き
る
中
、
早
く
上
達
し
よ
う

と
講
師
の
滑
り
方
を
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。
 

早く上手になりたいよ～! ~ 
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笥

一
閣
 

ボンプ窒 

EV 

相談室 

機械室 

食堂 

女子ロッカールーム 

男子 

ロツカー 

ノレーム 

第二書庫 

市役所見取図 

ボイラー室 

電気室（1) 

福祉事務所 

（生活福祉課・高齢福祉課） 

入口 

（元ごしょがわら市農協） 

玄関 

●EV＝エレべーターの略 

市庁舎北棟 

1 階 

裏玄関 

    

wc 
（男 

 

wc 
（女） 

    

  

収
入

役
室
 

      

宿
直

室
 

会
計

課
 

      

    

倉 

 

        

         

    

EV 

  

はつらつ女性課 

        

          

        

青銀 

ATM 

 

みち銀 

ATM 

       

               

環境対策課 

                 

  

wc wc 
（女）（男） 

            

身

障

者
用

ト

イ
レ
 

  

倉 
庫 

          

        

相
談
室
 

 

相
談
室
 

 

          

玄関吹抜 

  

  

」 

          

        

市民ふれあ 
いコーナー 

     

              

               

機械室 

  

 

EV 

  

市民課 
書庫 
	

玄関 

2階 

介護保険課 

国保年金課 

3月19日から市役所のー部の課の配置が変ります 

旧産経会館を市庁舎北棟と命名！! 

市役所を訪れるお客様の利便性向上を図るため産経会館を取得したことに伴い、教育委員会が 

3 月19日（月）から市庁舎北棟 3階へ、福祉事務所が 4 月 2 日（月）から市庁舎北棟 1階へ移転すること

になりました。さらに、環境対策課、相談室の場所も変りますので、ご来庁の方はお間違えのな

いようお願いいたします。問い合わせは、総務課（内線402 -4O5）まで。 
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I EV 機械室 （教育委員会） 
土木課 税務課 

3階 

下水道課 建築住宅課 

wc wc 
（女）（男） 

コ 

商工観光課 

書庫 学校
教育課 

指導課 

青
焼
室
 

相
談
室
 

書
庫
 

ロ
ツ
カ
ー
 

ル
ー
ム
 

（
男
）
 

ロ
ツ
カ
ー
 

ル
ー
ム
 

（
女
）
 

教
育
長
室
 

市長室 市長公室 

wc wc 
（女）（男） 

機械室 

農業委員会 財政課~ 管財課 中心市街

地対策室 

「

カ
ウ
ン
ター
ー
 

秘
書
室
 

電
話
交

換
室
 

放
送

室
 

機
械
室
 

企画課 EV 

情
報
シ
ス

テ
ム

課
 

EV 機械室 

wc wc 
（男） 

EV 

機
械
室
 

A
会
議
室
 

B
会
議
室
 

ロビー 議員控室 

議員控室 

議 場 

機械室 

法定外 
公共物 
対策室 

ロビー 

第1会議室 

第2会議室 

監
査
委
員

事
務
局
 

5階 

議長室 

応接室 

議会事務局 図書室 

	~ 

wc wc 
（女）（男） 

都市計画課 農村整備課 農政課 収納課 
書 

 

     

4" 

4 階 
選挙管理
委員会 

記者室 

wc 
、男） 

wc 
（女） 

EV 

機
械
室
 

つがる西北五 
広域連合 

倉庫 

役
接

マ
ニ

聯
離
室
 

助役室 
女子

研修室 
男子

研修室 
人事課 総務課 

工事 
検査室 、 

7 	平成13年 3 月 1日 
	

五所川原市役所 公351 2111 



3
月
紗
伽
 

Information お
は
な
し
会
の
 

お
知
ら
せ
 

鳳
 

 

公
（
3
4)
4
3
3
4
 

 

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「五
所
川

原
お
は
な
し
“
ぽ
ぽ
ん
た
）
」
 
によ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
7日
田
 

1
4時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ

ー
マ
 
「春
」
 

8
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会
社
な
ど

を
退
職
さ
れ

た
方
が
、
利
用
で
き
る

国
保
の

制
度
で
す
 

5
会
社
な
ど

を
退

職
し

て
、
年
金
を
受
け

て
い
る
方
に

5
 

ニ
フ
月
の
相
談
日
】
 
国
立

函
館
 

視
力
障
害
セ
ン
タ

ー
 

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

入
所
者
募
集
案
内
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
  

福
祉

事
務
所
高
齢

福
祉
課
 

費
 
（3
4)
21
0
8
 

福
祉
係
 

内
線

5
4
ひ
 

F
A
X
(3
4)
75
1
6
 

北
海
道
函
館
市
に
あ
る
国
立
函
館
視

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

力
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
障
害

よ
り
、
「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
「老
人
 

者
が
按
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
は
り

・
き

精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
 
ゆ
う
師
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
養
 

⑨
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

成
訓
練
を
行
な
う
「
理
療
教
育
課
程
」
、
 

●

3
月
2
3日
国
 
1
3時
、
1
4時
 

日
常
生
活
に
必
要
な
諸
能
力
を
向
上
す
 

0
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

る
た
め
の
訓
練
を
行
う
「
生
活
訓
練
課
 

●

3
月
1
3日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

程
」
 
の
そ
れ
ぞれ
で
入
所
者
を
募
集
し
 

⑥
行
政
相
談
 

釘
範
」
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 
⑥
理
療
教
育
課
程
 

●

3
月
8
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

一
部
5
年
課
程
 

担
当
相
談
委
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

（
中
卒以
上
の
学
歴
）
1
5名
 

●

3
月
2
2日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

二
部
3
年
課
程
 

担
当
相
談
委
員
 
演
田
健
司
さ
ん
 

（
高
卒
以
上の
学
歴
）
 

市
役
所
1
階
 
市
民
相
談
室
 

＠
生
活
訓
練
課
程
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
3日
因
・
2
7日
因

1
0時

、
1
5時

市
役
所
1
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

退
職
者
医

療
制
度
の
こ

案
内
 

◆
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人
 

〇
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
。
 

〇
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
。
 

〇
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
か
ら
老
齢
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
人
 

で
こ
れ
ら
の
加
入
期
間
が
2
0年
以
上
、
若
し
く
は
4
0歳
以
降
の
加
入
期
間
 

が
1
0年
以
上
あ
る
人
。
 

〇
退
職
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
の
被
扶
養
者
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
 

に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
。
（た
だ
し
、年
間
収
入
が
一
定
基
準
額
 

を
超
え
る
人
は
被
扶
養
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。）
 

◆
医
療
機
関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
は
7・

 

〇
退
職
被
保
険
者
本
人
 

外
来

・
入
院
とも
に
2
割
 

〇
被
扶
養
者
 

外
来
3
割
、
入
院
2
割
 

（人
院
時
の
食
事
及
び
外
来
時
の
薬
剤
は
、
別
途
負
担
が
あ
り
ま
す
。）
 

◆
資
格
が
で
き
る
の
は
7

・
 

〇
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
 

（年
金
証
書
が
手
元
に
届
い
た
ら
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
ー
）
 

◆
適
用
を
受
け
な
く
な
る
と
き
 

〇
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
。
 

〇
退
職
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
。
 

（
この
場
合
、
被
保
険
者
は

一
般
の
国保
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。）
 

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の
 

年
金
証
書
・
保
険
証

・
印
鑑
 

国
保

年
金
課
 
内
線

2
1
4
・
2
1
5
 

1030 
名名 

◇
応
募
資
格
 

視
覚
障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
 

を
所
持
し
て
い
る
1
5歳
以
上
の
男
女
 

◇
間
い
合
わ
せ
先
 

福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課
 

国
立
函
館
視
力
障
害
セ
ン
タ

ー
 

入
所
係
 

〒
昭
ー
m
 
北
海
道
函
館
市
湯
川
町
 

1
丁
目
3
5番
習
万
 

。
0
1
3
8
(5
9)2
7
5
1
 

【
 

r
 



オルテンシア3月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33一2111 

口
］
 
 

曜日 催 物 開演 入 場 料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

4
  

日
  

第18回さっき保育園 
音楽リズム研究会 

9 】 40 無 	料 

21 水
  

「シジミ・シンポジウム 
及び漁村活性化大会」 

10 : 00 関 係 者 

25 日
  

第19回チャリテイー 
津軽三味線滝栄会発表会 

9 】 30 
前売 500円 
当日 800円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

1
  

木
  

平和勝次歌謡ショー 
①13 : 30 
②18 : 30 

無 	料 

11 ［口
 

ピアノ・コニ．レクトーン 
コンサート（長尾音楽教室） 

13 】 00 無 	料 

18 日
  

きよみ愛育園 
こてきおゆうぎ発表会 

13 】 00 無 	料 

25 日
  

阿部寿子第33回ピアノ発表会 13 : 00 無 	料 

29 木
  

J's ACAPELLA NIGHT 
Vol.12 18 : 30 

前売 2,500円
当日 2,500円 

県
生
涯
学
習
課
 

公
0
1
7

（
川
）
9
8
8
8
 

鈴
木
健
」
の
」
7

・
ルネ
サ
ン
ス
 

ー
人
間
性
復
活
ー
あ
お
も
り
塾

公
開
講
座
と
後
援

会
 

県
で
は
、
鈴
木
健
二
氏
を
講
師
と
し

て
、
少
人
数
で
学
び
あ
う
あ
お
も
り
塾

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
 

多
く
の
方
々
に
こ
の
塾
の
感
動
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
た
め
公
開
講
座
と
鈴

木
健
二
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
 

●

3
月
2
5日
回
 
1
3時

、
1
6時
3
0分
 

弘
前
文
化
会
館
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X
 

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
締
切
 
3
月
1
9日
囲
 

◇
間
い
合
わ
せ
 
県
生
涯
学
習
課
 

「鈴
木
健
二
の
あ
お
も
り
塾
」
係
 

〒
0
3
0
1
8
5
4
0
 

青
森
市
新
町
2
丁
目
3
1
1
 

F
A
X
 
O
l
7
（裂
）
8
2
7
2
 

●病人等介護 
●高齢者介護 
●家事全般など 

サービス分野 事務分野 

●宛名書き 
●賞状書き 
●書類伝票整理など 

技能職分野 

●大工 
●襖・障子張り 
●植木勇定など 瑠 

管 理 分 野 

●建物管理 
●駐車場管理 
●守衛など 

新入会員を募集します！ 

市
道
中
崎
幹
線
道
路
整
備
に
伴
い
工
 

事
区
間
が
車
両
通
行
止
め
と
な
る
の
で
 

左
図
迂
回
路
を
通
行
く
だ
さ
い
。
 

期
間
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
 

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
通
行
止
め
期
間
 

3
月
1
日
か
ら
5
月
3
0日
ま
で
 

土
木
課
 

車
両
通
行
止
め
の
お

知
ら
せ
 

  

 

内
線

3
0
3
 

   

,ーからのお知らせ 

   

シルバー人材センターは、就職は望まないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健康で

働く意欲のある高齢者の願いに応えるためのシステムで、地域の発展に寄与することを目的として運営

されている公共的・公益的な団体で、法律により都道府県知事の指定を受けています。 

⑥会員はこんな仕事をしています。 

―般作業分野 

●草刈り、除草 
●清掃 
●薬剤散布 
●配達 
●除排雪など 

専門技術分野 

●自動車運転など 

⑨会員の資格の更新 現在センターに登録している会員の方は、 
3月31日で資格が切れます。引き続き更新を希望される方は、 
年会費3,000円と友の会会費500円ご持参のうえ、事務局まで。 

刃物研ぎ麟幕目引受け 

“高齢者の豊かな経験と能力”を活用ください。 

@ l五所川原市シルバー人材センター 
公(34)8844 五所川原市字岩木町12番地 

9 平成13年 3 月 1日 	五所川原市役所 公35-2111 



県
総
務
部

地
方
課

振
興
班

公
0
1
7
（
加
）9
0
7
5
 

市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

・

旧
五
所
川
原
 

く
る
み
園
 

入
園
者
作
品
展

示
会
 

養
護
老
人

ホ
ー

ム
く
る

み
園
 

公
（3
4)
2
72
1
 

西
北
中
央
病
院

小
児
科
荒
井
宏
治
先

生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ー
ー
ック
 

6

ケ
月
未
満

の
乳
児
の

発
熱
 

5
勝
脱
炎
は

容
易
に

敗
血
症
に
な

り
や
す
い

5
 

環境対策課 内線231・233 

ホームタンクなどからの油の流出事故が多く発生する時期です。特に今年は例年にない大

雪です。雪が屋根からホームタンクに落ち、灯油の配管が折れ、灯油が流出する事故などが懸

念されます。そこで日頃から次のことを心掛けるようにしましょう。 

●ホームタンク・配管の周りの雪はこまめに取り除くようにする。 

●ホームタンク下の抜取栓・配管を定期的に確認するようにする。 

●ホームタンクからポリタンクなどに灯油を小分けにする場合はその場を離れないようにする。 

油の流出事故は、河川などを汚染し環境に悪影響を及ぼします。油の取扱には注意しましょう。 
‘~ 

r
 

r
 

●

3
月
4
日
卿
 
受
付
1
2時
1
5分
 

開
会
1
3時

、
閉
会
1
6時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◆
内
容
 
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
 

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
 

※
入
場
料
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
5日
困
 

1
0時

、
1
4時
3
0分
 

養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
 

当
日
は
、
食
堂
で
の
模
擬
店
を
開
き
 

ま
す
。
ま
た
、
展
示
作
品
の
即
売
も
い
 

た
し
ま
す
の
で
、
地
域
交
流
の
た
め
皆
 

様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
0
 

生
後
3
ケ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
朝
か
ら
 

高
熱
が
続
い
て
い
て
救
急
外
来
で
深
夜
 

受
診
し
ま
し
た
。
タ
方
か
ら
下
痢
を
し
 

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
顔
色
も
よ
く
 

な
い
の
で
夜
間
救
急
入
院
と
し
ま
し
た
。
 

深
夜
に
か
か
わ
ら
ず
検
査
技
師
さ
ん
を
 

呼
び
出
し
て
緊
急
検
査
を
し
ま
し
た
。
 

す
る
と
お
し
つ
こ
に
白
血
球
が
混
じ
つ
 

て
い
ま
す
。
白
血
球
は
2
万
以
上
で
重
 

症
な
細
菌
感
染
症
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

血
液
の
細
菌
培
養
を
お
こ
な
っ
て
抗
生
 

剤
を
す
ぐ
開
始
し
ま
し
た
。
 

乳
児
期
の
勝
脱
炎
は
容
易
に
上
行
し
、
 

腎
孟
腎
炎
や
敗
血
症
を
お
こ
し
や
す
い
 

の
で
す
。
早
期
に
抗
生
剤
に
よ
る
治
療
 

を
し
っ
か
り
し
な
い
と
腎
臓
を
傷
め
た
 

り
し
て
、
後
遺
症
を
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
血
液
に
ひ
ろ
が
り
、
敗
血
症

に
な
る
と
ば
い
菌
が
全
身
に
ば
ら
ま
か

れ
る
の
で
危
険
で
す
。
 ま
た
入
院
し
て

治
っ
て
も
く
り
返
す
場
合
は
、
尿
路
の

奇
形
や
勝
眺
か
ら
腎
臓
（
の
逆
流
が
あ

る
可
能
性
が
あ
り
、
精
密
検
査
が
必
要

で
す
。
勝
腕
炎
を
く
り
返
す
と
腎
臓
機

能
が
低
下
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か

ら
で
す
。
 

だ
か
ら
鼻
水
や
咳
と
い
っ
た
感
冒
症

状
が
な
い
6
ケ
月
未
満
の
乳
児
に
高
熱

が
あ
っ
た
場
合
勝
腕
炎
を
疑
っ
て
、
ま

ず
お
し
つ
こ
の
検
査
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
 

   

税務課市民税係

内線424・425 平成13年度市県民税申告相談日程表（期限後 
、

ノ
 

 

   

月日 曜 対 象 地 区 ・ 区 域 時 	間 相 談 会 場 TEL 
3・16 金 三好・中川 9:20-15:00 コミュニテイセンター三好 36-2014 
3・19 月 飯詰・毘沙門 生20 - 15:00 コミュニテイセンター飯詰 37-2141 
3・21 水 七和‘梅沢 生20 - 15:00 コミュニテイセンター七和 29-2 111 
3・22 木 松島 生20-15:00 コミュニテイセンター松島 34-2942 
3・23 金 栄 生20- 15: 00 コミュニテイセンターさかえ 35- 1926 
3・26 月 長橋 9:20-15:00 コミュニテイセンター長橋 29-3111 

3・27 火
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊・一ッ谷
布屋町・弥生町・松島町・湊 

9:10-15:00 コミュニテイ防災センタ一 
（鎌谷町） 

34-9501 

3・28 水
  

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平井町 
小曲‘田川・岩木町・中平井町・寺町・柏原町
錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

9:10-15:00 中央コミュニテイセンター 
（上平井町） 

33-1532 

3・29 木
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町 
新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・若葉 
長橋広野（1番～10番） 

9:10-15:00 しきしまコミュニテイセンター 
（敷島町） 

34 -4503 

3・30 金
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町
柳町・湊団地 

9:10-15:00 富士見コミュニテイセンター 
（蓮沼） 

35-0294 

※ 4 月 2 日（月）以降は、全地区について、市役所税務課内で申告相談を受付します。 

窓口の混雑が予想されますので、なるべく上記の日程においで下さるようお願いします。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 3月 1日 10 



N
T
T
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護

の
た
め
、
古
く
な
っ
た
電
話
帳
を
積
極

的
に
回
収
し
て
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

新
し
い
電
話
帳

（3
月
中
に
お
届
け

予
定
）
を
受
け
と
っ
た
際
に
、
古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方
は

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
 

右
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

ー
」
 
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

開
催
の
お
知
ら
せ
 

青
森
県
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

公

0
1
7
1
7
2
3
1
4
5
8
0
 

「あ
な
た
と
看
護
婦
・
で
き
て
い
ま

す
か
信
頼
の
輪
」
の
も
と
に
一
緒
に
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
。
 

●

5
月
1
1日
国
 
1
0時
3
0分

、
 

青
森
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
特
別
講
演
 
遠
藤
順
子
氏
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

他
 

回
収
し
ま
す
ー
・
 

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
 

容
0
1
2
O
I
5
0
6
3
0
9
 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

な
お
、
変
更
登
録
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
陸
運
支
局
に
お
い
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

た
ば
こ
を
や
め
た
い
と

思
う
方
に
朗
報
“【
 

禁
煙
教
室
の
こ
案
内
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
内
線
2
3
4・N
m
6
 

県
内
で
活
躍
中
の
石
川
先
生
を
お
迎

え
し
、
禁
煙
方
法
や
禁
煙
グ
ッ
ズ
等
を

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
と
た
ば
こ
の
新

し
い
関
係
が
、
き
つ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
 

●

3
月
1
0日
山
 
1
4時

、
1
6時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ンタ

ー
 

◇
対
象
 
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
う

方
な
ら
ど
な
た
で
も
（
定
員
3
0名
）
 

◇
内
容
 
講
演
と
座
談
会
 

●テ
ー
マ
 
「禁
煙
す
る
と
き
つ
と
い
い

こ
と
が
あ
る
、
た
ば
こ
を
や
め
た
い
ー
 

と
思
う
気
持
ち
を
仲
間
と
語
ろ
う
亡
 

●

講
師
 
あ
お
も
り
協
立
病
院
 
禁
煙

外
来
 
内
科
医
 
石
川
は
じ
め
先
生

◇
申
込
締
切
 
3
月
7
日
困
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
（
は
つ
ら
つ

女
性
課
ま
で
）
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

国
民
年
金
の
 

変
更
届
は
お
早
め
に
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
1
5
21
3
 

国
民
年
金
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
 

第
1
号
被
保
険
者
、
第
2
号
被
保
険
者
、
 

第
3
号
被
保
険
者
の
3
種
類
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
や
退
職
な
ど

で
、
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
る
と
き

は
、
そ
の
つ
ど
種
別
変
更
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配

偶
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負

担
す
る
の
で
、
本
人
が
直
接
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
第
3
号
被

保
険
者
該
当
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
 

届
出
を
し
な
い
と
、
そ
の
期
間
は
未
納

期
間
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（
遡
って
第
3
号
被
保
険
者
に
認

め
ら
れ
る
期
間
は
2
年
ま
で
で
す
。）
 

ー
運

転
は
、ゆ
っ
た
り
ハ
ー
トに
、し
つ
カ
り
ベル
ト

ー
 

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
 

( ）内は、前年対比 

交通事故概況 
（平成13年2月20日現在） 

青森県内 五所川原警察署管内 
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五
所
川
原
晩
香
会
 

会
員
募
集
 

公
（2
9)
3
0
0
8

・
石
岡
 

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
、
今
年
の

秋
に
大
輪
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
歩
か
ら
咲
く
ま
で
を
ご
指
導

い
た
し
ま
す
。
 

当
会
で
は
、
新
会
員
の
方
に
苗
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

◇
年
会
費
  
3
0
0
0
円
 

愛
車
の
住
所
変
更
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

東
北
運
輸
局
青
森
陸
運
支
局
 

公

0
1
7
I
7
3
9
1
1
5
0
3
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
納

税
課
 

公
菰
）
2
1
1
1
内
線
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自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
4
月
 

1
日
現
在
の
自
動
車
登
録
に
よ
り
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
は
、
陸
運
支
局
で
住
所
の
「
変
更

登
録
」
 
の手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

3
月
中
に
住
所
変
更
登
録
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
県
税

事
務
所
ま
で
、
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
る
か
、
市
民
課
窓
口
に
あ
る
住
所
変

更
届
（
ハ
ガ
キ
）
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
 

し
・
 

ク
 
交通災害共済に家族そろつて加入しましよう 

鍛
 

.
 

平成13年度予約加入受付中です！ 
◆団体資格 20人以上であれば団体で加入ができます。 
◆会 費 1人年間 350円 
◆期 間 平成13年 4 月 1日から平成14年 3 月31日まで 1年間 
◆申込先 個人での加入は・・・環境対策課及び各支所窓口 

団体での加入は…団体加入取扱をしている町内会・婦人会等 

か
賓
奮
 

オ
 

団体加入してくださる事業所等を募集しています！ 加入希望‘ご不明な点は 環境対策課内線206 
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成人の相 談日 
.
 ，
■
 ．
  !
 

期 日 

 

時 

 

間 場 所 

   

成分献血の日 9 】30～ 働く婦人の家・保健セン 

※予約制になっていますので、ご希望の方は 3月15日（わまでに、 
はつらつ女性課へご連絡くださるようお願いいたします。 

3 月27日因 	14 】30  タ11階 

9 : 30- 
14 : 30 

  

 

働く婦人の家・保健セン
タ11階 

  

教室 

Tーマ 

◆ 良い皇告曹き什 
料警召介 ノ＝ 	ゾな）ノ、αノv' 

、一’イ些 No.8言市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

錦町集会所 3 月 6 日（刃 9 :30へ1 12 :00 
松野木会館 3 月 7日困 13 :00-14 :30 
コミュニテイセンター長橋 3 月13日因 13 :00-14 :30 

健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等に応じます。また、介護されている方の相談にも

応じます。 

開催場所 開催月 日 開催時間 

働く婦人の家 
保健センター 

3 月14日（加 
10 
13 
:00 
:00 

-12 
-15 

:00 
:00 

献血のご案内 

みんなの健康教室 
◆日 時・・・3月23日金 13時～14時まで 

◆場 所・・・保健センタ1 3階ホール 

◆テーマ…『やさしい漢方の話』 

◆講 師…永田紀四郎先生（永田小児科内科医院） 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

マタニテイ 
おなかの赤ちゃんと楽しむマタニティ教室参加者募集！! 
～妊婦さんはもちろん、こ家族の方、興味のある方どなたでも大歓迎～ 

＊お子様づれの方でも大丈夫。託児室を準備しています。 

◆日時・・・3 月16日国 18 : 30-20 : 00 
◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆内容・・・「安産のための妊娠中の過ごし方」についてのお話

◆講師…西北中央病院産婦人科 科長 松本貴先生 

◆料金・・・無料 	 ◆定員・・・30名 

◆申込締切…開催日前まで ◆申込方法・・・電話受付 

◆共催…五所川原市民保健協議会 

豚肉とりんごの焼き春巻司 

材 料（10本分） 

りんご 	1 個 
A「砂糖 	大さじ 2 1、「ーバター・・・10g 
AL牙毛ン・・・示き 6免 BL白ラィン・・・天苦じ 
レーズン 	大さじ 2 春巻の皮 	10枚 
豚ヒレ塊肉…250 g 	「小麦粉 	適量 
塩・こしょう・・・各少々 L水 	適量 
小麦粉 	大さじ 1 バタ- 	40g 

1 本分 165カロリー 塩分0.2 g 

作り方 

①りんごは皮つきのまま 8 mm角の棒状に切り、A 
をまぶす。レーズンは水でもどし、水気を絞る。 
豚肉は 5cm、 5mm角に細長く切り、塩・こしょ
うし、小麦粉をまぶし、 Bで焼く。 

②①を、混ぜて10等分し、春巻に包み、水溶き小
麦粉で端を止める。 

③フライパンにバターlogを溶かして②の半量を
入れ、弱火でゆっくりと色よく焼き、裏返して
バターlogを足し、こんがりと焼く。同様に残
り 5本も焼く。 

りんごの香りがひろがる 

エスニックな風味の 

春巻きです。 

＝始医網番医 
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

3月 4 日 日
  

図華峰会 
冨田胃腸科内科医院 

五所川原市み

どり町4-128 
34-3211 

3月11日 日
  

佐藤仁外科胃腸科 
医院 

五所川原市字

宇田町120 
35-6311 

※ 1‘対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内合34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

× 	ノ 

五所川原市役所 公35一 2111 	平成13年 3月1日 12 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012

